
定例市長記者会見

日 時    令和４年１月４日（火）午後１時１０分から 

場 所    市庁舎東館８階 ８０２会議室 

発 表 項 目 

環境部 環境政策課 

「富山市Ｓ Ｇｓウイーク」の実施について ・・・資料１

上下水道局 下水道課 

「富山市限定ハローキティ」マンホールカード 
の配布について ・・・資料２



記者発表資料－１ 

「富山市ＳＤＧｓウイーク」の実施について 

１ 目的 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のより一層の普及展開に向け、市内各所において、

集中的にＳＤＧｓ関連イベントを開催することにより、より多くの市民がＳＤＧｓを

「知り、理解し、実践する」機会を創出することを目的とした「富山市ＳＤＧｓウイー

ク」を実施します。 

２ 事業概要 

（１）期間  令和４年１月２３日（日）から１月３０日（日）まで 
（２）主な内容 

１月２３日 
富山市ＳＤＧｓトークカフェ 【場所：まちなか総合ケアセンター 地域連携室】 

・誰もが生きやすい「地域共生社会」を実現するための課題や方策を考える。 

１月２４日 
富山えごまスパイスカレー部 【場所：日本海ガスショールーム Prego（黒崎）】 

・「富山えごま」を使用したカレー作りを通して、美味しく楽しく「地産地消」を体験する。

１月２５日 
６次産業化セミナー 【場所：まちなか総合ケアセンター 地域連携室】 

・農業の６次産業化について学ぶ。 

１月２６日 

企業向けワークショップ「あなたの会社の水害版ＢＣＰ、どう作る？」 

【場所：大学コンソーシアム富山(CiC ビル５階）】 

・水害から会社を守るための「水害版 BCP」の作り方を学ぶ。 

１月２７日 
富山市ＳＤＧｓツアー「共に生きる取組み！」 【場所：市内各所】

・SDGｓに取り組む市内の団体やお店を巡る。 

１月２８日 
ママスキーＳＤＧｓ体験フェスタ 【場所：ママスキーハウス（町村）】 

・親子で楽しみながら SDGｓを学ぶ。（物々交換会やエシカルキーホルダー作り等） 

１月２９日 

①10:00～ 

  12:00 

②13:30～ 

  16:30 

①富山市ＳＤＧｓ学生リーダーズミーティング【場所：富山国際会議場 2階 多目的会議室】

・高校生や大学生などが主体となって SDGｓの推進に取り組む市内外の団体が集まり、 

活動状況を共有し、「未来へのアクション」について語り合う。 

②富山市ＳＤＧｓ推進フォーラム 【場所：富山国際会議場 メインホール】 

・ゲストトーク「僕が考える、未来への SDGｓアクション」 鈴木 福 氏（俳優） 

・パネルディスカッション「ともに手を取り合って創る未来～幸せのカタチを富山から～」

＜コーディネーター＞ 

九
くの

里
り

 徳
のり

泰
やす

 氏 （相模女子大学大学院教授・富山市政策参与） 

＜パネリスト＞ 

鈴木   福 氏（俳優） 

   土肥 恵里奈 氏（㈱ママスキー 代表取締役） 

パークマンサー 氏（タレント、「富山えごま伝道師」）  

藤井 裕久   （富山市長） 

１月３０日 
流域治水ワークショップ 【場所：サンシップとやま】 

・気候変動による水災害のリスクと神通川の流域治水を考える。 

※その他実施予定の関連イベント等も含めた各イベントの詳細（申込方法、定員、費用等）は、 

「SDGｓ未来都市 TOYAMA 専用サイト」（https://sdgs.city.toyama.lg.jp/）にて、随時発信 

しますので、ご確認ください。

問い合わせ先 環境部環境政策課  電話 ４４３－２０５３ 







記者発表資料－２ 

「富山市限定ハローキティ」 

マンホールカードの配布開始について 

１ 目的 

富山市ではシティプロモーションの一環として、ハローキティとコラボレーシ

ョンする様々な取組みを推進しており、この度、本市の下水道事業への理解・関

心を深めていただくことを目的に、下水道広報プラットホーム（略称「ＧＫＰ」

※）の企画・監修のもと、富山市限定ハローキティをデザインしたマンホールカ

ードを作成し、配布を開始します。 

※下水道の価値を、広報活動などを通じ伝えることを目的とした国土交通省や 

公益社団法人日本下水道協会等により運営される組織。 

２ 概要 

（１）配布開始日 

令和４年１月１５日（土）から 

（２）配布場所 

とやま自遊館（湊入船町９番１号） 

（３）配布条件 

１人１枚まで 

（４）周知方法・媒体等 

  ・本市上下水道局 ホームページ 

  ・下水道広報プラットホーム ホームページ 

（５）その他（留意事項） 

カードの受取りにお越しになる際には、次の内容を遵守いただきますよう 

お願いします。 

・配布施設の駐車方法など、マナーの遵守にご協力をお願いします。 

・新型コロナウィルス感染症対策にご協力をお願いします。 

問い合わせ先 上下水道局 下水道課   電話 ４３２－８５７１ 

＜配布するマンホールカード（表面）＞
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R4.1.4 記者配布資料 

新型コロナウイルス感染症に関する取組について

１ ワクチン接種の状況について 

（１）初回接種について                     １月３日現在

区分 １回目 ２回目 R3.1.1 人口 

高齢者 117,857 人（95.5%） 117,269 人（95.0%） 123,379 人 

全体 336,349 人（81.2%） 334,080 人（80.7%） 414,102 人 

対接種年齢 89.5％ 88.9％ 375,836 人 

（２）追加接種（３回目） ３，１７８人

２ 追加接種（３回目）の前倒しについて 

  新型コロナウイルスワクチンの追加（３回目）接種について、国から２回目接種か

ら８か月以上の経過を待たずに追加接種を実施する場合の考え方が示されたことか

ら、本市では以下のとおり、追加接種を前倒して実施します。 

（１）対象者について 

① ２回目接種から６か月以上経過した後に接種することができる方 

・医療従事者等 

・高齢者施設等の入所者、従事者（施設において接種体制を構築） 

  ・通所サービス事業所の利用者及び従事者（施設において接種体制を確保） 

  ・病院及び有床診療所の入院患者 

※医療従事者等及び高齢者施設等の入所者等を優先的に実施します。 

② ２回目接種から７か月以上経過した後に接種することができる方 

・６５歳以上の高齢者のうち、上記①に掲げる方を除く方（一般高齢者） 

（２）接種券について 

・一般高齢者の接種券の発送を前倒しします。 

・発送日 

【令和３年６月に２回目接種した方】1月 20 日(木)及び 1月 24 日(月)に発送 

【令和３年７月以降に２回目接種した方】1月 27 日(木)から順次発送 

  （２回目接種から７か月経過する日の前に届くよう週毎に発送） 

・接種券が届いた方から予約、接種することが可能となります。 

※６４歳以下の方は、２回目接種から８か月経過する日の前に 

届くよう週毎に発送します。 
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（３）予約開始日について 

令和４年１月２１日（金） 

（４）接種開始日について 

令和４年２月 １日（火） 

（５）接種場所について 

・個別接種：市内約２００か所の病院、医院等の医療機関 

・集団接種：市保健所のほか、富山国際会議場等１４か所を巡回 

（６）使用するワクチンについて 

追加接種では、初回接種時と異なる種類のワクチンを接種する「交互接種」

が可能とされており、本市でもファイザー社製と、武田／モデルナ社製の 

ワクチンを使用します。 

・個別接種 ファイザー社製、武田／モデルナ社製 

        （施設、日程により使用ワクチンが異なります） 

・集団接種 武田／モデルナ社製 

（７）交互接種での効果や安全性について 

初回接種時と異なるワクチンを追加接種に使用する「交互接種」の場合でも、

効果として抗体価が十分に上昇することや、安全性の面で許容されることが報

告されています。 

＜まとめ＞追加接種（３回目）のスケジュール 

【問い合わせ先 福祉保健部 保健所地域健康課   電話 ４２８－１１５５】

区分 11月 12月 1月 2月 3月

医療従事者

高齢者施設等の
入所者、従事者

通所サービス事業所
の利用者、従事者
病院及び有床診療所

の入院患者

一般高齢者

64歳以下の方

段階的に発送
12/1

調査・検討

2/1 接種開始

接種券

段階的に発送

接種券

1/21 接種予約開始

接種券
接種券

1/20
1/24

1/27

接種体制が構築できた施設から順次接種開始

段階的に発送
接種券3月下旬

接種体制が確保できた施設から順次接種開始



定例市長記者会見 記者クラブ代表質問事項 

令和 ４ 年 １ 月 ４ 日

代表幹事社 富山テレビ放送

問１ 富山市が今年度からビジョンの策定を進めている「スマートシティ政策」は

ICT技術を活用し、住む場所に関わらず市民サービスの向上を目指すものですが、

一方で、これまで市が進めてきた「コンパクトシティ政策」は中心部への居住を

誘導するものであり、この２つの政策は矛盾する恐れがあるとの指摘もあります。

今後の富山市のまちづくりの進め方について、考えをお聞かせください。

問２ LGBTQなど性的少数者のカップルを公的に認める「パートナーシップ制度」に

ついて、県が導入を検討しています。 

この制度について、富山市として、どのような姿勢で臨まれるのか、考えをお

聞かせください。 


